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教
育
者

戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
幕
藩
体
制
を

打
ち
崩
し
た
明
治
新
政
府
は

一
八
六

九

（明
治
一
０

年
の
版
籍
奉
還
、
七

一
年
の
廃
藩
置
県
な
ど
を
通
し
て
、

急
速
に
中
央
集
権
的
天
皇
制
統

一
国

家
の
基
礎
を
固
め
た
。
同
年
に
は
文

部
省
が
設
置
さ
れ
、
維
新
の
三
大
改

岩
谷

巌

□

革
と
い
わ
れ
る
学
制
発
布

（七
二

年
）
、
徴
碁
軍
２
口
（七
一一一年
）
、

地
租
改
正
条
例
布
告

（同
）
を
相
次

い
で
出
し
た
。

学
制
で
は
、
全
国
を
八
大
学
区
に

分
け
ｒ

大
学
区
を
三
十
二
中
学
区
、

一
中
学
区
を
三
百
十
の
小
学
区
と

し
、
小
学
区

一
区
こ
と
に

一
つ
の
小

学
校
、
全
国
で
五
万
三
一十
七
百
六
十

校
を
置
く
こ
と
に
し
た
。
当
時
現
在

の
福
島
県
は
、
若
松
県
、
福
島
県
、

磐
前
県
の
三
県
に
分
か
れ
て
お
り
、

若
松
県
が
第
七
大
学
区
、
福
島
県
と

磐
前
県
が
第
八
大
学
区
に
属
し
て
い

た

（福
島
県
教
育
史
第

一
巻
）
。

小
高
小
学
校

（現
玉
川
村
立
玉
川

一
小
）
は
、
磐
前
県
石
川
郡
に
所
属

し
て
い
た
が
、学
制
当
時
の
概
要
は
、

巌
が
執
筆
し
、
現
在
も
玉
川

一
小
に

残
っ
て
い
る
小
高
小
学
沿
革
誌
や
ヽ

巌
の
孫
で
あ
る
故
岩
谷
浩
光
氏
が
編

さ
ん
に
か
か
わ
っ
た
玉
川
村
史
か
ら

ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

◆

一
八
七
一一天
明
塗

０

年

小
高
小
学
校
は
、
小
高
村
、
中

村
、
蒜
生
村
、
吉
村
の
四
か
村
を

学
区
と
し
て
六
月
十
六
日
、
小
高

村
久
保
向
八
四
番
地
の
廃
寺
般
若

寺
を
校
舎
と
し
て
開
校
し
た
。
教

員
岩
谷
巌
。生
徒
数
十
五
名
。
（就

学
率
全
国
２８
・・３
晰
、
豊
削
県
１６

に
Ｆ
〓
〓̈
肝
Ｌ
」
〓
Ｌ
卜
一
・●
一

バ
球
為
，Ｆ
４
‐

ｒ

ｔ

ｉ

■

Ｉ
Ｌ

．
８８
晰
）

◆

一
八
七
四

（明
治
七
）
年

小
高
小
学
校
は
、
生
徒
男
五
十

四
名
、
女

一
名
。

（就
学
率
全
国

３２

・
３
∽
、
磐
前
県
２９

。
５７
∽
）

◆

一
人
七
五

（明
治
八
）
年

小
高
小
学
校
は
、
生
徒
男
四
十

八
名
、
女
二
名
。
卒
業
試
験
規
則

に
よ
り
厳
格
な
進
級
試
験
実
施
。

小
学
校
の
学
齢
を
満
六
歳
か
ら
十

四
歳
ま
で
と
定
め
る
。

（就
学
率

全
国
３５

。
・９
晰
、
磐
前
県
３５

・
３

晰
）

◆

一
八
七
六

（明
治
九
）
年

授
業
料
を
廃
止
し
、
学
区
内

一

戸
に
付
、
金

一
円
を
課
す
。
下
等

六
級
以
下
生
徒
男
五
十

一
名
、
女

三
名
響
基
童
ハ
歳
か
ら
十
歳
ま
で
、

上
等
十

一
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
。

盆

彗

茎

国
３８

・
３２
晰
、
福
島

県
ｎ
若
松
県
、
福
島
県
、
曇
塁削
県

が
合
併
＝
５。

。
１６
晰
）

◆

一
八
七
七

（明
治
十
）
年

五
月
七
日
、
下
等
五
級
生
以
下

生
徒
男
四
十
九
名
、
女
八
名
。
十

二
月
二
十
三
日
、
下
等
四
級
生
以

下
生
徒
男
六
十
名
、女
二
十
八
名
。

こ
の
こ
ろ
、
十

一
歳
の
唖
生

（聴

覚
障
が
い
児
）
Ｋ
児
を
就
学
さ
せ

て
、
創
意
工
夫
を
重
ね
て
指
導
を

行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

「巌
日

記
」
の
明
治
十
年

一
月
十
三
日
に

・
‐
ＩＦ

Ｕ

Ｋ

■

Ｓ

‐Ｈ

■

Ｍ

Ａ

Ｂ

Ｉ

Ｔ

Ｏ
巌
が
書
き
残
し
た
小
高
小
学
沿
革
誌

「曇
り
、
〇
〇
殿
倅
Ｋ
児
入
校
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
な
お
、
年

齢
に
つ
い
て
は
、

「小
高
小
学
沿

革
誌
」
に
定
期
試
験
と
生
徒
の
賞

与
の
記
述
が
あ
り
、
明
治
十
年
十

二
月
の
定
期
試
験
で
、
Ｋ
児
は
成

績
優
秀
で
賞
与
を
受
け
て
お
り
、

Ｋ
児
の
年
齢
が
十

一
年
十
ヶ
月
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（就
学
率
全
国

３９

・
８８
晰
、
福
島
県
４５

。
３‐
晰
）

◆

一
八
七
八

（明
治
十

一
）
年

二
月
に
、
唖
生
Ｋ
児
の
指
導
が

県
に
認
め
ら
れ
、
褒
賞
受
賞
。
六

月
七
日
、
下
等
三
級
生
以
下
生
徒

男
六
十
名
、
女
二
十
八
名
。
十
二

月
四
日
、
下
等
二
級
生
以
下
生
徒

男
五
十
九
名
、女
二
十
八
名
。
（就

学
率
全
国
４．

．
２６
晰
、
福
島
県
４４

・
０３
ψ
）

明
治
初
期
に
開
校
し
た
小
学
校
で

行
わ
れ
て
い
た
指
導
方
法
は
、
ほ
と

ん
ど
の
学
校
が
、
寺
子
屋
と
同
じ
よ

う
な
個
別
的
教
授
で
あ
っ
た
。
学
制

が
発
布
さ
れ
た
翌
月
の
明
治
五
年
九

月
に
、
文
部
省
は

「小
学
教
則
」
を

定
め
、
簡
単
な
教
授
法
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
文
部
省
は

一
斉
教

授
を
し
て
効
率
を
上
げ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
「小
学
教
則
」
で
は
、

「下

等
小
学

（満
六
歳
～
十
歳
）
、
上
等

小
学

（満
十

一
歳
ヽ
十
四
歳
）
と
上

等
下
等
と
し
、
八
級
か
ら

一
級
へ
毎

級

（期
間
六
ヶ
月
）
試
験
に
合
格
し

た
も
の
が
進
級
す
る
」
と
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
巌
が
書
き
残
し
た

「小

高
小
学
沿
革
誌
」
に
、
具
体
的
な
定

期
試
験
及
び
優
秀
な
成
績
を
修
め
た

生
徒
へ
の
賞
与
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
斉
教
授
す
る
に
は
塗
板

（黒
板

の
こ
と
）
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た

巌
は
、

一
八
七
六

（明
治
九
）
年
二

月
、
ど
こ
か
ら
購
入
し
た
か
は
不
明

で
あ
る
が
、塗
板

一
枚
を
購
入
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、

一
斉
教
授
が
効
率
的

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
石
川
地
方

の
小
学
校
教
育
で
は
画
期
的
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
巌
は
、
塗
板
を
購
入
し

て
か
ら
、

「塗
板
代
価
交
付
願
」
を

県
庁
の
第
五
課
に
提
出
し
て
い
る
。

ま
た
、巌
が
「塗
板
代
価
交
付
願
」

を
提
出
し
た
同
じ
三
月
、
学
区
取
締

の
河
野
広
中
が
、小
高
小
学
校
の
「書

籍
購
入
願
」
を
第
五
課
に
提
出
し
て

い
る
。
教
科
書
を
学
校
に
備
え
、
児

童
に
貸
与
す
る
こ
と
は
、
就
学
率
の

向
上
対
策
で
も
あ
っ
た
。

（筆
者
は
県
立
聴
覚
支
援
学
校
長

の
芳
賀
孝
美
氏
）

＝
次
回
は
２３
日
掲
載
＝
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塗
板
購
入
、
生
徒
に
賞
与
も

ケ

‥

麟

誉
牌
崚含
お轟
碑む

在
番
嶽
艦
と
，そ
介
象
野
常
繕

鍔
紛
智
子
ヶ

が

訂

？
ヂ

彦
ず

巌
が
提
出
し
た
塗
板
代
価
交
付
願
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巌
が
教
育
に
情
熱
を
注
い
だ
小
一呂


